
一般質問

問
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

運
行
で
令
和
３
年
度
の
70

歳
以
上
無
料
券
配
布
に
つ

い
て

答
　
現
在
は
交
付
を
受
け

た
本
人
の
み
利
用
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
令
和
３
年

度
４
月
か
ら
は
交
付
を
受

け
た
本
人
と
満
70
歳
以
上

の
同
一
世
帯
人
の
方
に
も

利
用
頂
け
る
改
正
手
続
き

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

問
　
３
路
線
を
廃
止
す
る

事
で
バ
ス
の
台
数
が
何
台

減
る
か
、
支
払
い
金
額（
人

件
費
等
）
は
ど
う
な
る

の
か
。

答
　
２
台
の
バ
ス
を
減
車
、

人
件
費
や
燃
料
費
、
修
繕

費
な
ど
の
経
費
が
削
減
さ

れ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運

行
対
策
費
補
助
金
に
お
い

て
１
年
間
で
約
１
，４
０
０

万
円
の
減
額
を
見
込
ん
で

い
る
。

問
　
デ
マ
ン
ド（
乗
り
合

い
）タ
ク
シ
ー
実
証
実
験

は
ド
ア
ツ
ー
ド
ア（
玄
関

か
ら
玄
関
）で
行
う
の
か
。

答
　
予
約
制
小
型
乗
合
自

動
車
運
行
事
業
に
つ
い
て

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

運
行
事
業
の
代
替
事
業
と

し
て
実
施
す
る
事
か
ら
不

特
定
多
数
の
皆
様
が
利
用

さ
れ
ま
す
。
「
地
域
公
共

交
通
」
と
し
て
停
留
所
か

ら
停
留
所
で
の
乗
降
に
よ

る
実
証
運
行
で
進
め
ま
す
。

問
　
業
者
選
定
は
プ
ロ
ポ

ー
ザ
ル
で
行
う
と
あ
る
が
、

市
内
の
事
業
者
を
優
先
す

る
意
味
に
お
い
て
も
組
合

制
を
採
用
す
る
考
え
は
。

答
　
実
証
実
験
期
間
中
は

「
甲
賀
交
通
圏
」
の
一
般
乗

用
旅
客
自
動
車
運
送
業
の

許
可
を
取
得
し
た
事
業
者

を
対
象
に
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

組
合
制
で
の
事
業
運
営
方

法
を
希
望
さ
れ
た
場
合
、

関
係
機
関
な
ど
と
協
議
を

行
い
、
手
続
き
を
得
た
う

え
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
て

事
業
内
容
に
つ
い
て
提
案

を
頂
け
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。
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小林　義典 公立甲賀病院組合議会松原　栄樹 甲賀広域行政組合議会
令
和
３
年
第
１
回
甲
賀
病
院
組
合
議

会（
３
月
30
日
）

議
案
第
１
号

公
立
甲
賀
病
院
組
合
負
担
金
分
賦

割
合
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
２
号

令
和
２
年
度
公
立
甲
賀
病
院
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
９
２
１

９
万
２
千
円
を
減
額
し
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

17
億
５
１
８
３
万
３
千
円
と
す
る
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
３
号

令
和
３
年
度
公
立
甲
賀
病
院
組
合

一
般
会
計
予
算
の
議
決
に
つ
い
て

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
16
億
９
８
４
２
万
８

千
円
と
定
め
る
。

全
員
賛
成
で
可
決

一
般
質
問

Ｐ
Ｃ
Ｒ
陽
性
の
職
員
休
職
時
の
補
償

に
つ
い
て

甲
賀
病
院
の
赤
字
経
営
に
つ
い
て
管

理
者
の
出
資
者
と
し
て
の
考
え
は
。

甲
賀
病
院
で
の
感
染
者
の
状
況
に
つ

い
て
そ
の
対
応
と
感
染
拡
大
の
防
止

策
に
つ
い
て

公
立
甲
賀
病
院
の
中
期
目
標
、中
期

計
画
の
議
会
へ
の
報
告
に
つ
い
て

な
ど
４
名
の
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

令和３年　第１回定例会　３月30日開催
議案　令和３年度一般会計予算
歳入歳出予算総額　47億1157万円
前年比　11億2844万円の増（131.5%）

◎歳入の内訳（主なもの）
　•両市からの負担金　29億9474万円（63.6%）
　 （湖南市分は　10億4525万円・前年比6700万円増）
　•使用料及び手数料　3億6273万円（7.7%）
　 （清掃・消防関係）
　•販売収入と広告料　1億5662万円（3.3%）
　 （指定ごみ袋）
　•起債　8億4380万円（17.9%）（債権による借金）
　•国庫補助金　3億1199万円（6.6%）
◎歳出の内訳（主なもの）
　•消防費　18億5484万円（39.4%）※①
　 （人件費　15億6332万円消防職員205名
　 救急車の更新　3千万円　消防車の更新3950万円）
　•衛生費　23億6385万円（50.2%）※②
　 （�し尿・ごみ処理に要する費用　5億8881万円　施設維持

補修費用　1億3164万円　設備改良工事　14億277万円）
　•総務費　7955万円
　•公債費　4億897万円（元利金償還額等）
全員賛成で可決
※�①石部分署配備で高規格救急自動車の更新予定�
3千万円です。

※�②衛生センターごみ処理施設は予算総額44億円で
R.6完工を目指し、今年度分は上記の14億277万円です。
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